
 

 

（共同リリース）                                             23-07-25 

名古屋鉄道とプロドローンが資本業務提携を締結 

 

名古屋鉄道株式会社（本社：愛知県名古屋市、代表取締役：髙﨑裕樹、以下「名古屋鉄道」）と、国内有数の産

業用ドローンメーカーである株式会社プロドローン（本社：愛知県名古屋市、代表取締役：戸谷俊介、以下、「プ

ロドローン」）は、安全・安心の「空のインフラ」を構築し社会に貢献することを目的として、資本業務提携

契約を締結しました。 

詳細は、下記の通りです。 

 

記 

 

１．資本業務提携の背景 

名古屋鉄道とプロドローンは、2019 年の愛知県事業「無人飛行ロボット社会実装推進事業」を

きっかけに、地域･社会課題の解決に向けたドローン実証実験に共同で取り組んでいます。2022

年 7 月に業務提携（※1）を締結し、より多角的に連携を深めているほか、今年度からは「あいちモ

ビリティイノベーションプロジェクト『空と道がつながる愛知モデル 2030』」（※2）に参画し、ドロー

ン・エアモビリティ分野における官民連携の取り組みをリードしています。 

今回新たに資本業務提携を締結することで、より強固な連携体制を構築し、お互いが持つノウ

ハウを最大限に生かし、ドローンを通して地域への貢献をさらに推進していきます。 

 

２．資本業務提携の内容 

（1）名古屋鉄道がプロドローンの第三者割当増資の引受を行います。 

（出資日：2023年 7月 25日） 

 

（2）「空飛ぶ軽トラ(※3)」などプロドローンが開発する産業用ドローンについて、操縦をはじめとす

る講習を名鉄ドローンアカデミーで担います。さらに名鉄グループの資源を活用し、機体整備

やログ解析・業務支援アプリ開発等についても協業を検討し、プロドローン機体ユーザーへの

サポート充実化や新たなサービスの展開を加速していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、東海交通研究会・名古屋経済記者クラブで配付しています。 



 

３．本件に関する問い合わせ先 

 名古屋鉄道株式会社 広報部 TEL：052-588-0813 

 株式会社プロドローン 経営管理部 竹島 TEL：052-890-8802 

 

 

※1 業務提携 

2022 年 7 月に締結し、プロドローンが主催した「Drone Expo 2022 in Aichi」会場において発表し

ました。 

https://www.prodrone.com/jp/release/8341/ 

https://www.meitetsu.co.jp/profile/news/2022/__icsFiles/afieldfile/2022/07/05/220705prodrone.pdf 

 

※2 あいちモビリティイノベーションプロジェクト『空と道がつながる愛知モデル 2030』 

愛知県の「革新事業創造提案プラットフォーム（A-idea）」の第 1 号にプロドローンの提案が採択さ

れ、ドローンや空飛ぶクルマ等の「空」モビリティの社会実装の早期化や、自動運転車両との同時

制御の運行など、人やモノの移動に境界がなくなる愛知発の新しいモビリティ社会の構築を目指

す官民連携（民間主導）の取り組みです。2023 年 5 月より始動し、名古屋鉄道もコアメンバーとし

て参画しています。 

https://www.prodrone.com/jp/release/8939/ 

https://www.prodrone.com/jp/release/8963/ 

 

※3 空飛ぶ軽トラ 

「空飛ぶ軽トラ」とは 50kg の荷物を積載し、50km 先まで飛行可能なエンジン駆動のドロ

ーンです。平時には医薬品配送等で中山間部や離島の地域課題に貢献し、災害時は孤立集

落等に救援物資を輸送することで減災に貢献する機体として開発を進めています。 
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